＜友愛精神と報徳精神の融合＞

「友愛報徳」社会の創造で国民一人一人の幸せの実現と世界平和に貢献できる新しい日本を創る！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　友愛社会と報徳社会の概要　　　　　　　　　　　　　　　二宮尊徳思想研究会のまとめ
	友　愛　社　会
	
	報　徳　社　会

	○汎ヨーロッパ運動→友愛革命（クーデンホーフ・カレルギー伯）
	その淵源
	○万象具徳→感謝→報徳（二宮尊徳翁）

	○人類の人格の尊厳を基調としての相互尊重、相互理解、相互扶助
○人道主義、人格主義、協力主義

○騎士道、武士道まで包含した紳士と淑女の人間関係の涵養

○その核心は母性愛を根源とした人間や自然にやさしい世界の醸成
	その目的
	○報徳道の実践による人間の幸せ、企業・自治体や国家の繁栄、自然との共生
○主な訓え：①至誠・勤労・分度・推譲（心田の開発、自立自助、相互扶助）②実践第一主義、積小為大　　③経済道徳一元論
　④天道と人道（自然観・人生観）　⑤一円融合（共存共栄）

	○人種・宗教・民族・国家・言語の壁を超越し、対立しがちな人間と人間、自然との真の共生を目指す時代
	これからの世界

	○国際二宮尊徳思想学会を創設した北京大学の先生達の考え
＜人類が解決すべき３つの大きな命題＞

　①人と人との対立、②人間と自然との対立、③国（文化）と国（文化）との対立→尊徳思想から解決の糸口を見出す

	○友愛を規範とし、個の確立を図り、世界に平和と人類の幸せを実現する為、有為の人材を育成し、以ってその使命を遂行する
	友愛塾及び各研究会の設立趣旨
	○全国市町村報徳研究会（報徳にゆかりのある市町村）：人づくり、地域おこし、まちづくりに活かす
○二宮尊徳思想研究会（国会議員による報徳議員の会）：教育・人づくり、経済と財政の活性化など日本の再生に活かす

○国際二宮尊徳思想学会（中国・日本・韓国・米国・英国・カナダの人が参加）：人類が解決すべき3つの命題の解決の糸口を見出し人類の幸せと世界平和に貢献する

	○敗戦後の日本を憂え、思想的精神的な挽回の道を講じるためにその最も捷径としてこの友愛の精神に求めた(昭和27年12月『自由と人生』鳩山一郎先生の言葉)
	備考
	○代表的日本人（5人のうちのひとり、聖農）、後世への最大の遺物（内村鑑三先生による評価）
○日本が生んだ最初の民主主義者、翁の訓えは真理、時代を超えて通用する（ＧＨＱのインボーデン少佐）


注１　友愛精神（＝汎ヨーロッパ主義）と報徳精神（＝汎アジア主義・神儒仏正味一粒丸）の融合
注２　友愛報徳社会：友を愛し大切にし、徳（良いところ）に感謝し、徳に報いる社会
